


















目的:ライ症候詳は,インフルエンザ,ECHO,Hsv,VZ 等各種ウイルスの先行感染にひきつづ

き.発熱・嘔吐をくりかえし,意識低下・死亡という急激な経過をとり,脳浮腫と特有の脂肪

肝およびミトコンドリア異常,血中アンモニア値の上昇等の症状を呈する疾患である｡しか

しながらその成因については,現在まだ不明である｡ 

これらのウイルスの先行感染が,ライ症候群の病因にいかなる役割を果たしているか明ら

かではないが,臨床的・疫学的な背景の中で,その因果関係を示唆する結果が報告されてい

る｡我々は,1946 年に Henle、らがインフルエンザ Bウイルスが感染マウスにけいれん,致死

を来すことを報告しているのに注目し,インフルエンザ B ウイルスーマウスの系がライ症

候群成因の解明に役立つ実験系にならないかと考え実験を行ったので,その成績を報告す

る。 


